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担
い
手
育
成
の
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
食
農
教
育
や
消
費
者
交
流
、

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
の
幅
広
い
活
動

に
よ
り
、
生
産
者
と
消
費
者
を
結

ぶ
架
け
橋
と
し
て
農
業
の
活
性
化

に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
で
し
た
。

　
「
農
事
組
合
法
人
さ
ん
ぶ
野
菜

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
昭
和
63
年

に
結
成
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
の
有
機
部
会

が
前
身
で
す
。
平
成
17
年
に
農
事

組
合
法
人
と
な
り
、
平
成
21
年
か

ら
は
組
合
員
の
高
齢
化
に
よ
る
担

い
手
不
足
の
打
開
策
と
し
て
新
規

就
農
者
を
育
成
す
る
体
制
を
整
え
、

現
在
ま
で
に
33
人
が
独
立
就
農
し

ま
し
た
。
組
合
員
の
平
均
年
齢
も

平
成
18
年
の
60
歳
か
ら
48
歳
と
若

返
り
、
若
手
農
業
者
の
参
入
に

よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
結
成
30
周
年
を
迎
え
、

更
な
る
躍
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

山
武
市
を
拠
点
に
活
動
す
る

「
農
事
組
合
法
人
さ
ん
ぶ
野
菜

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、「
日
本
農

業
賞
食
の
架
け
橋
の
部
優
秀
賞
」、

「
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な

農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
農
林
水
産

大
臣
賞
（
有
機
農
業
・
環
境
保
全

型
農
業
部
門
）」
の
２
つ
の
大
き

な
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
有
機
農
業
の

安
定
生
産
に
向
け
た
技
術
向
上
と

祝！「日本農業賞食の架け橋の部優秀賞」、「持続可能な
農業推進コンクール農林水産大臣賞」 をダブル受賞
～30周年を迎えた「さんぶ野菜ネットワーク」～

土づくり講習会

新規就農者の育成 消費者との交流
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昨
年
度
、
千
葉
県
農
業
士
に
認
証

さ
れ
た
、
横
芝
光
町
の
竹た

け
う
ち内

朱あ

き紀
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

竹
内
さ
ん
は
、
平
成
28
年
度
に
設

立
さ
れ
た
「
サ
ン
ス
マ
イ
ル–

山
武

農
業
女
子
ネ
ッ
ト–

（
会
員
49
名
）」

の
設
立
に
尽
力
し
、
会
長
を
経
て
現

在
は
会
の
監
事
と
し
て
、
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

栽
培
品
目
は
、
施
設
野
菜
と
水
稲

の
複
合
で
す
。
夫
と
夫
の
両
親
、
雇

用
者
も
入
れ
て
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。　
　
　

　

竹
内
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
ど
ん

な
こ
と
に
も
挑
戦
！
」。
結
婚
後
も

保
育
士
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、「
農

業
を
や
る
な
ら
、
早
い
ほ
う
が
吸
収

で
き
る
」
と
、
４
年
前
に
就
農
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
ハ
ウ
ス
の
ミ
ニ
ト

マ
ト
部
門
と
、
雇
用
管
理
、
経
理
部

門
を
夫
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

担
う
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
官
民
学
連
携
に
よ
る

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
チ
ー
ム

「
よ
こ
ぴ
か
倶
楽
部
」
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
町
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活

動
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

夫
と
二
人
三
脚
、「
明
確
な
目
標

を
持
っ
て
、
日
々
精
進
」、「
５
年
後

は
、
農
場
長
に
な
り
た
い
」
と
心
に

決
め
て
い
ま
す
。

　

何
事
に
も
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
持

ち
続
け
る
竹
内
さ
ん
。
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

５
年
後
の
目
標
は

農
場
長
！

　

山
武
市
の
水
田
で
、
県
の
ス
マ
ー

ト
農
業
実
証
事
業
を
活
用
し
た
、
自

動
給
排
水
シ
ス
テ
ム
の
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

水
稲
の
大
規
模
経
営
で
は
、
水
田

の
枚
数
が
百
枚
を
超
え
、
水
管
理
の

負
担
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
九
十
九
里
地
域
で
は
、
田
植
時

期
に
用
水
の
利
用
が
集
中
す
る
た
め
、

一
時
的
に
用
水
が
不
足
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

自
動
給
排
水
シ
ス
テ
ム
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
る
遠
隔
操
作

で
水
田
の
水
位
を
管
理
し
て
、
水
管

自
動
給
排
水
シ
ス

テ
ム
で
省
力
化
！

理
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
異
常
が
あ
っ
た
時
に
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
通
知
が
来
る
の

で
、
安
心
で
す
。
ま
た
、
必
要
な
時

に
必
要
な
量
だ
け
給
水
す
る
の
で
、

節
水
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

国
の
実
証
実
験
で
は
、
労
力
を
約

８
割
、
用
水
量
を
約
５
割
削
減
さ
せ

た
、
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

今
回
の
試
験
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
生
産
者
に
よ
る
と
、
設
置
ほ

場
の
水
管
理
が
、
大
変
楽
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

導
入
価
格
や
中
継
器
の
設
置
が
必

要
に
な
る
な
ど
、
課
題
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
省
力
的
な
水
管
理
に

有
効
な
自
動
給
排
水
シ
ス
テ
ム
の
試

験
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

給水側設置状況

排水側設置状況
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今
か
ら
で
も
間
に
合
う

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
台
風
対
策

　

ネ
ギ
の
端
境
期
に
な
る
５
月
上
旬

～
６
月
下
旬
出
荷
の
夏
ネ
ギ
は
、
単

価
が
高
く
10
ａ
当
た
り
２
０
０
万
円

を
超
え
る
販
売
事
例
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。

　

栽
培
歴
は
表
の
と
お
り
で
す
。
５

月
出
荷
は
２
う
ね
を
パ
イ
プ
支
柱
で

被
覆
す
る
２
条
ト
ン
ネ
ル
、
６
月
出

荷
は
１
う
ね
を
ダ
ン
ポ
ー
ル
支
柱
で

被
覆
す
る
１
条
ト
ン
ネ
ル
で
栽
培
し

ま
す
。
被
覆
材
は
ク
リ
ン
テ
ー
ト
又

は
農
ポ
リ
を
使
用
し
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
内
は
35
℃
以
上
に
な
ら

な
い
よ
う
、
２
月
中
旬
か
ら
穴
換
気

を
開
始
し
、
温
度
管
理
し
ま
す
。
３

月
下
旬
の
被
覆
除
去
後
は
、
10
～
14

日
間
隔
で
土
寄
せ
し
ま
す
。

　

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
４
点

で
す
。

①
十
分
な
基
肥
を
施
用
す
る
（
表
）

②
換
気
を
し
て
高
温
障
害
を
防
ぐ

③
秋
冬
ネ
ギ
に
比
べ
て
早
め
の
土
寄

　

平
成
28
年
、
29
年
は
台
風
に
よ
り

農
業
施
設
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
栽
培
期
間
中
で
も
行
え
る

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
補
強
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
間
口
５
・
４
ｍ
、

軒
高
１
・
８
ｍ
の
ハ
ウ
ス
を
補
強
す

る
場
合
を
想
定
し
ま
す
。

⑴
側
面
の
補
強

　

外
径
49
㎜
程
度
の
足
場
用
の
直

管
を
ハ
ウ
ス
の
肩
部
分
に
水
平

に
取
り
付
け
ま
す
（
図
１–

①
）。

さ
ら
に
側
面
が
傾
き
に
く
い
よ
う

に
１
・
６
ｍ
に
カ
ッ
ト
し
た
直
管

を
３
ｍ
間
隔
で
打
ち
込
ん
で
固
定

し
ま
す
（
図
１–

②
）。

⑵
妻
面
の
補
強

　

43
㎜
の
足
場
用
鉄
パ
イ
プ
を
用

い
て
補
強
し
ま
す
。
メ
イ
ン
の

ア
ー
チ
を
妻
面
に
取
り
付
け
（
図

２–

①
）、ア
ー
チ
を
支
え
る
つ
っ

か
え
棒
を
取
り
付
け
ま
す
（
図
２

–

②
）。

図１　側面補強

高
単
価
の
５
～
６
月
ど
り

夏
ネ
ギ
栽
培

せ
を
行
う

④
被
覆
除
去
後
は
、
２
週
間
に
１
回

を
目
安
に
べ
と
病
・
白
絹
病
の
防

除
を
行
う

　

ま
た
、
近
年
で
は
ハ
ウ
ス
を
利
用

し
た
夏
ネ
ギ
栽
培
事
例
も
あ
り
、
抑

制
ト
マ
ト
裏
作
と
し
て
も
有
望
な
作

型
で
す
。

　

新
し
く
取
り
組
む
方
は
、
詳
細
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農

業
事
務
所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
回
紹
介
し
た
方
法
は
あ
く
ま
で

も
簡
易
的
な
も
の
で
、
こ
の
他
に
も

色
々
な
補
強
の
仕
方
が
あ
り
ま
す
。

根
本
的
な
対
策
の
た
め
に
は
ハ
ウ
ス

の
構
造
や
立
地
条
件
を
加
味
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
専
門
業
者
に
御
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
対
策
は
日
々

の
点
検
・
補
修
が
基
本
で
す
。
パ
イ

プ
等
に
腐
食
や
変
形
、
損
傷
が
あ
る

と
強
度
が
大
き
く
低
下
す
る
の
で
必

ず
補
修
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
静
岡
県
「
施
設
園
芸
に
お
け
る
強

風
対
策
技
術
導
入
マ
ニュア
ル
」
参
照
） 図２　妻面補強
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▼
飼
料
用
米
多
収
品
種
の
特
性

「
ア
キ
ヒ
カ
リ
」

収
穫
期
は
、
５
月
中
旬
植
え
で
、

９
月
１
日
頃
。
短
稈
で
倒
伏
し
に

く
い
。
多
肥
栽
培
で
10
ａ
当
た
り

６
７
０
㎏
を
期
待
で
き
ま
す
。

「
夢
あ
お
ば
」

収
穫
期
は
、
５
月
中
旬
植
え
で
、

９
月
10
日
頃
。
稈
長
は
や
や
長
い

が
倒
伏
し
に
く
い
。
多
肥
栽
培
で

10
ａ
当
た
り
７
０
０
㎏
を
期
待
で

き
ま
す
。

▼
飼
料
用
米
の
収
入
試
算

 

多
収
品
種
・
区
分
管
理
方
式
の
場

合
、
10
ａ
当
り
12
万
円
強
の
収
入
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
更
に
市
町
か
ら
助

成
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

平
成
30
年
産
以
降
は
、
国
か
ら
の

「
米
の
生
産
数
量
目
標
」
の
配
分
は

行
わ
ず
、
県
及
び
市
町
村
段
階
の
生

産
者
団
体
で
あ
る
農
業
再
生
協
議
会

で
需
給
に
応
じ
た
生
産
に
取
り
組
む

仕
組
み
に
移
行
し
ま
し
た
。
実
質
的

に
は
、
生
産
者
団
体
自
ら
が
行
う
仕

組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
お
米
を
取
り
巻
く

状
況
は
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
米
価

が
不
安
定
に
な
れ
ば
稲
作
農
家
の
経

営
は
厳
し
く
な
る
の
で
、
米
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
と
価
格
安
定
の
た
め
、
米

の
生
産
調
整
に
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

農
業
事
務
所
で
は
、
稲
作
農
家
の

経
営
安
定
と
所
得
向
上
の
た
め
、
市

町
、
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
、
国
・
県
の

　

農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
優
れ
た

農
業
の
担
い
手
や
指
導
者
の
育
成
を

目
指
し
、
左
記
の
日
程
で
入
学
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。

願
書
受
付

（
推
薦
入
学
）

　
　

平
成
30
年
9
月
28
日（
金
）

～
10
月
12
日（
金
）

（
一
般
入
学
）

Ａ
日
程
：
平
成
30
年
12
月
10
日（
月
）

～
12
月
21
日（
金
）

Ｂ
日
程
：
平
成
31
年
1
月
28
日（
月
）

～
2
月
8
日（
金
）

試
験
期
日

（
推
薦
入
学
）平成

30
年
10
月
25
日（
木
）

（
一
般
入
学
）

Ａ
日
程
：
平
成
31
年
1
月
9
日（
水
）

Ｂ
日
程
：
平
成
31
年
2
月
20
日（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

　

電
話

　
　

０
４
７
５
（
５
２
）
５
１
２
１

　

近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
に

伴
い
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま

す
。

　

農
業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア
を
考
え
て

い
る
方
、
水
田
を
や
め
て
畑
に
専
念

し
た
い
な
ど
で
、
貸
し
た
い
農
地
が

あ
る
方
、
ま
た
、
農
地
を
借
り
て
規

模
拡
大
し
た
い
方
は
、
市
町
、
山
武

農
業
事
務
所
又
は
、
公
益
社
団
法
人

千
葉
県
園
芸
協
会
（
農
地
中
間
管
理

機
構
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
先
は
、
各
市
町
窓
口
、
山
武

農
業
事
務
所

電
話

　

０
４
７
５
（
５
４
）
１
１
２
２

又
は

（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会
農
地
部

山
武
駐
在　

電
話

　

０
７
０
（
３
１
３
９
）
８
３
４
１

　

０
８
０
（
４
３
５
６
）
４
９
７
２

ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

平
成
31
年
度
　

入
学
生
の
募
集

稲
作
農
家
の
皆
様
へ

引
き
続
き
飼
料
用
米
の

取
組
み
を
お
願
い
し
ま
す

収 　 　 量 670㎏

販 売 価 格 5,918円

戦略作物助成金 99,205円

産 地 交 付 金 14,800円

県 助 成 金 3,000円

合 　 　 計 122,923円

飼料用米の収入試算（10a当り）

交
付
金
を
有

利
に
活
用
で

き
る
飼
料
用

米
の
多
収
品

種
を
推
進
し

て
い
ま
す
。


